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 でんしゃ
電車の

せ ん ろ

線路にはどうして
いし

石がしいてあるの   

 

●ショックを
きゅうしゅう

吸収 し、
ぶんさん

分散させる 

 
でんしゃ

電車の
せ ん ろ

線路には、たくさんの
いし

石がしいてありますが、あの
いし

石を「バラスト」といいます。

バラストは、
でんしゃ

電車の
おも

重さからくるショックを、
てきとう

適当に
ぶんさん

分散させ、また、ショックをやわらげ

るクッションの
やくわり

役割をしているのです。 

 バラストがたくさんあるわけは、
おも

重たい
でんしゃ

電車をささえるときにつごうがいいからです。た

とえば、
ひじょう

非常に
おも

重いものを、
なんにん

何人かで
も

持ち
あ

上げるときのことを
かんが

考えてください。
ひ と り

一人より
ふ た り

二人、
ふ た り

二人より
さんにん

三人というように、
も

持ち
あ

上げる
にんずう

人数が
おお

多ければ
おお

多いほど、
も

持ち
あ

上げるのは
らく

楽

なはずです。
にんずう

人数が
おお

多いと、
ひ と り

一人あたりの
も

持ち
あ

上げる
おも

重さが
すく

少なくてすむからです。 

 
せ ん ろ

線路にしいてあるバラストは、
おも

重いものを
も

持ち
あ

上げるときの
にんげん

人間だと、
かんが

考えることがで

きます。
おも

重い
でんしゃ

電車が
せ ん ろ

線路の
うえ

上を
はし

走ってきても、たくさんのバラストがあるために、１つのバ

ラストにかかる
おも

重さは
かる

軽くなり、それでささえることができるというわけです。 

●バラストを
つか

使わない
しんかんせん

新幹線 

 
しんかんせん

新幹線のうち、
さんよう

山陽
しんかんせん

新幹線、
とうほく

東北
しんかんせん

新幹線、
じょうえつ

上越
しんかんせん

新幹線は、バラストを
つか

使っていません。
たい

平

らなコンクリート
ばん

板（スラブ）をしきつめた
ろしょう

路床になっています。
でんしゃ

電車が
こうそく

高速
か

化するにつれ、

バラストをはねあげる
じ

事
こ

故がおきるようになったので、コンクリート
ばん

板をしいたものが
つか

使わ

れるようになったのです。コンクリート
ばん

板はゆれが
すく

少なく、
か ん り

管理が
らく

楽になりますが、そう
おん

音

が
すく

少しふえるといわれています。（監修・青木  国夫） 

 

 

 

 

線路にしいてある石は、ショックを吸収し、

力を分散させる、クッションの役目をして 

いる。 


